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１. はじめに
　筆者は 2004 年から 2005 年にかけ、フィンランドのヘルシ
ンキ工科大学（現アアルト大学、以下アアルト大学と表記）


































































年 8 月号の特集、木の建築」における元学生ヴィル ･ ハラ（後
述）は以下のように述べている。



































ドにてアヴァント ･ アーキテクツ 3 という建築設計事務所を
運営している。作品（fig.1）は幅 60mm、厚さ 15mm の板を
4 枚接ぎ合わせた 60mm x 60mm の断面のパイン材に曲げ木
を施し、バスケット上に組み合わせたドーム型の展望台であ
る (fig.1)。2002 年の完成までには総勢 17 名が建設に参加し
た 4 この作品は、”KUPLA” と名付けられ、現在もヘルシン
キ動物園の展望台として活用されている。


































































プログラム名 知識 体験 実験
a.	木材の物性と建築素材としての利用 ○ ― ―
b.	木造建築見学 ― ○ ―
c.	1/1スケールでの制作課題 ― ○
d.	ブック･オブ･ウッド ○ ○ ○
e.	ウッド･プログラム建設プロジェクト ― ○ ○
f.	 素材、構成、美学について ○ ― ○
g.	フィンランドの木造建築史 ○ ― ―
h.	フィンランド建築史 ○ ― ―
i.	 フィンランドの現代建築 ○ ― ―
j.	 木材の物性と木質材料 ○ ― ―











プログラム名 講義 見学 設計 制作
a.	木材の物性と建築素材としての利用 ○ ― ― ―
b.	木造建築見学 ― ○ ― ―
c.	1/1スケールでの制作課題 ― ― ○
d.	ブック･オブ･ウッド ― ― ― ○
e.	ウッド･プログラム建設プロジェクト ― ― ○ ○
f.	 素材、構成、美学について ○ ― ○ ―
g.	フィンランドの木造建築史 ○ ― ― ―
h.	フィンランド建築史 ○ ― ― ―
i.	 フィンランドの現代建築 ○ ― ― ―
j.	 木材の物性と木質材料 ○ ― ― ○
k.	木材生産と建設技術 ○ ― ― ―
ウッド ･ プログラムを構成する 11 のプログラムごとの手法
　手法としてみてみると、特に学生自身が手を動かしたり、
能動的に酸化する形での a 〜 e にかけて、講義 ･ 見学 ･ 設計





















































































































































fig.7: グループ A 制作によるフレーム作品
fig.8: グループ B 制作によるフレーム作品










































































































































































































































































































　実践例としては、ドイツのラウムラボア ･ベルリン 13 や、
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